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(57)【要約】
　本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、使用者の
顔面をカバーし、内面と使用者の顔面との間に呼吸空間
を形成するマスク本体と、呼吸空間の一側に設置され、
外部からマスク本体を経由した空気が内部に満たされる
空気袋と、吸気時に空気袋内部の空気を呼吸空間に供給
し、呼気時に呼吸空間内部の空気を外部に排出するよう
に動作する空気案内部材と、を含むことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の顔面をカバーし、内面と使用者の顔面との間に使用者の呼吸器による呼吸がな
される空間である呼吸空間を形成するマスク本体と、
　前記呼吸空間の一側に設置され、外部から前記マスク本体を経由した空気が内部に満た
される空気袋と、
　吸気時に前記空気袋内部の空気を前記呼吸空間に供給し、呼気時に前記呼吸空間内部の
空気を外部に排出するように動作する空気案内部材と、を含むことを特徴とする、汚染物
質吸入防止用マスク。
【請求項２】
　前記空気案内部材は、前記空気袋内部の空気を前記呼吸空間に案内するか遮断するよう
に前記空気袋の一側に設置された吸気バルブと、前記呼吸空間内部の空気を外部に案内す
るか遮断するように前記マスク本体の一側に設置された排気バルブと、を含んで構成され
、
　前記吸気バルブは、吸気時に開放されて呼気時に閉鎖され、前記排気バルブは、吸気時
に閉鎖されて呼気時に開放されるように動作することを特徴とする、請求項１に記載の汚
染物質吸入防止用マスク。
【請求項３】
　前記空気袋内部に設置され、吸気と呼気時に前記空気袋の内部体積が変化するように前
記空気袋の内側面を支持する支持部材をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の
汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項４】
　前記支持部材は、一側端部が前記呼吸空間と連通し、他側端部が前記空気袋の内側面に
結合されて、内部に前記空気袋の内部空間と分離した空気流路を形成するチューブ形態で
構成され、
　吸気時に前記空気流路内部の空気が前記呼吸空間に排出されながら支持力が減少して前
記空気袋の内部体積を減少させ、呼気時に前記呼吸空間の空気が前記空気流路内部に流入
しながら支持力が増加して前記空気袋の内部体積を増加させることを特徴とする、請求項
３に記載の汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項５】
　前記空気袋は、前記マスク本体の内側面に一体型に形成されるか、前記マスク本体の内
側面に着脱可能な構造で結合されたことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記
載の汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項６】
　前記マスク本体の縁部には、使用者の顔面の屈曲に沿って変形しながら密着することが
できる粘着性の密着部材が形成されたことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に
記載の汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項７】
　前記マスク本体を使用者の顔面や頭に着用するために、前記マスク本体の一側または両
側に形成された着用部材をさらに含むことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に
記載の汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項８】
　前記空気袋は、前記マスク本体を経由した空気に含まれた汚染物質をフィルタリングす
ることができるフィルター材質からなることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項
に記載の汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項９】
　使用者の顔面をカバーし、内面と使用者の顔面との間に使用者の呼吸器による呼吸がな
される空間である呼吸空間を形成するマスク本体と、
　少なくとも一部が外部に露出するように前記マスク本体の一側に設置され、外部に露出
した面を経由して外部空気が内部に満たされる空気袋と、
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　吸気時に前記空気袋内部の空気を前記呼吸空間に供給し、呼気時に前記呼吸空間内部の
空気を外部に排出するように動作する空気案内部材と、を含むことを特徴とする、汚染物
質吸入防止用マスク。
【請求項１０】
　前記空気案内部材は、前記空気袋内部の空気を前記呼吸空間に案内するか遮断するよう
に前記空気袋または前記マスク本体の一側に設置された吸気バルブと、前記呼吸空間内部
の空気を外部に案内するか遮断するように前記マスク本体の一側に設置された排気バルブ
と、を含んで構成され、
　前記吸気バルブは、吸気時に開放されて呼気時に閉鎖され、前記排気バルブは、吸気時
に閉鎖されて呼気時に開放されるように動作することを特徴とする、請求項９に記載の汚
染物質吸入防止用マスク。
【請求項１１】
　前記空気袋内部に設置され、吸気と呼気時に前記空気袋の内部体積が変化するように前
記空気袋の内側面を支持する支持部材をさらに含むことを特徴とする、請求項９に記載の
汚染物質吸入防止用マスク。
【請求項１２】
　前記支持部材は、一側端部が前記マスク本体に形成された貫通孔を介して前記呼吸空間
と連通し、他側端部が前記空気袋の内側面に結合されて、内部に前記空気袋の内部空間と
分離した空気流路を形成するチューブ形態で構成され、
　吸気時に前記空気流路内部の空気が前記呼吸空間に排出されながら支持力が減少して前
記空気袋の内部体積を減少させ、呼気時に前記呼吸空間の空気が前記空気流路内部に流入
しながら支持力が増加して前記空気袋の内部体積を増加させることを特徴とする、請求項
１１に記載の汚染物質吸入防止用マスク。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚染物質吸入防止用マスクに関する。さらに詳しくは、縁が使用者の顔面に
密着するマスク本体と使用者の顔面との間またはマスク本体の外側に外部空気が満たされ
る空気袋を別途に備えて、吸気時は外部空気を使用者に供給し、呼気時に発生する空気は
外部に排出するように構成されることにより、呼吸時に外部汚染物質の吸入を防止しなが
らマスク着用による呼吸の息苦しさを最小化することができる汚染物質吸入防止用マスク
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、マスクは、空気中に含まれた粉塵、黄砂、微小粒子状物質等のような人体に
有害な汚染物質が呼吸器内に吸入されることを防止するためのものであり、適用される環
境及び使用目的に応じて多様な構造が知られている。
【０００３】
　従来の技術によるマスクは、主に汚染物質濾過用布を用いて使用者の顔面部を覆う構造
からなるが、このようなマスクは、濾過用布が使用者の口や鼻のような呼吸器に密着して
呼吸が息苦しいだけでなく、汚染物質の透過が容易になされる短所があった。
【０００４】
　上記のような問題点を解決するための方案として、合成樹脂材質のキャップ形態に形成
された外被内に、フィルター用不織布のような内被が融着した構造のマスクが開発された
が、このようなマスクの場合、着用者が呼吸時に外被上に形成された多数の通孔を介して
内被内に流入する空気を吸入した後、呼気をマスク内に排出する構造であるので、吸入空
気と排出空気が相互混合することにより、マスクの内部での酸素濃度が下がるだけでなく
、マスク外部への呼気の排出が円滑でなく呼吸を円滑に維持し難い問題点があった。
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【０００５】
　したがって、このような従来の技術の問題点を解決するために、最近は特許文献１に開
示されたように、マスクの前面や側面付近に防塵用フィルターを装着して、上記防塵用フ
ィルターで濾された空気のみを使用者が吸入する構造の防塵マスクが開発されたが、上記
防塵マスクの場合、構造が複雑で価格が高価であるだけでなく、形状自体が防毒マスクと
類似した形状であるので、産業現場での適用は可能なものの、一般使用者が野外活動や運
動を楽しむために着用する場合、活動性を拘束しすぎるので実用性が大きく低下する問題
点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国公開実用新案第２００９－００１０４５２号（２００９年１０月１４
日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述した従来技術の問題点を解決するためのものであり、本発明の目的は、
縁が使用者の顔面に密着するマスク本体と使用者の顔面との間またはマスク本体の外側に
外部空気が満たされる空気袋を備えて、吸気時は上記外部空気を使用者に供給し、呼気時
に発生する空気は外部に排出するように構成されて、簡単な構造によっても呼吸時に外部
汚染物質の吸入を防止することができるだけでなく、マスク内部で吸入空気と排出空気が
混合することを最小化することにより、マスク着用による呼吸の息苦しさを顕著に低減さ
せることができる汚染物質吸入防止用マスクを提供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記のような目的を達成するために、本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、使用
者の顔面をカバーし、内面と使用者の顔面との間に呼吸空間を形成するマスク本体と、上
記呼吸空間の一側に設置され外部から上記マスク本体を経由した空気が内部に満たされる
空気袋と、吸気時に上記空気袋内部の空気を上記呼吸空間に供給し、呼気時に上記呼吸空
間内部の空気を外部に排出するように動作する空気案内部材と、を含むことを特徴とする
。
【０００９】
　また、上記空気案内部材は、空気袋内部の空気を上記呼吸空間に案内するか遮断するよ
うに上記空気袋の一側に設置された吸気バルブと、上記呼吸空間内部の空気を外部に案内
するか遮断するように上記マスク本体の一側に設置された排気バルブと、を含んで構成さ
れ、上記吸気バルブは、吸気時に開放されて呼気時に閉鎖され、上記排気バルブは、吸気
時に閉鎖されて呼気時に開放されるように動作することを特徴とする。
【００１０】
　また、上記空気袋内部に設置され、吸気と呼気時に上記空気袋の内部体積が変化するよ
うに空気袋の内側面を支持する支持部材をさらに含むことを特徴とする。
【００１１】
　また、上記支持部材は、一側端部が上記呼吸空間と連通し、他側端部が上記空気袋の内
側面に結合されて、内部に上記空気袋の内部空間と分離した空気流路を形成するチューブ
形態で構成され、吸気時に上記空気流路内部の空気が呼吸空間に排出されながら支持力が
減少して上記空気袋の内部体積を減少させ、呼気時に上記呼吸空間の空気が上記空気流路
内部に流入しながら支持力が増加して上記空気袋の内部体積を増加させることを特徴とす
る。
【００１２】
　また、上記空気袋は、上記マスク本体の内側面に一体型に形成されるか、上記マスク本
体の内側面に着脱可能な構造で結合されたことを特徴とする。
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【００１３】
　また、上記マスク本体の縁部には、使用者の顔面の屈曲に沿って変形しながら密着する
ことができる粘着性の密着部材が形成されたことを特徴とする。
【００１４】
　また、上記マスク本体を使用者の顔面や頭に着用するために、マスク本体の一側または
両側に形成された着用部材をさらに含むことを特徴とする。
【００１５】
　また、上記空気袋は、マスク本体を経由した空気に含まれた汚染物質をフィルタリング
することができるフィルター材質からなることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、使用者の顔面をカバーし、内面と使
用者の顔面との間に呼吸空間を形成するマスク本体と、少なくとも一部が外部に露出する
ように上記マスク本体の一側に設置され、上記外部に露出した面を経由して外部空気が内
部に満たされる空気袋と、吸気時に上記空気袋内部の空気を上記呼吸空間に供給し、呼気
時に上記呼吸空間内部の空気を外部に排出するように動作する空気案内部材と、を含むこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　以上で説明したように、本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、縁が使用者の顔面
に密着するマスク本体と使用者の顔面との間に形成される密閉空間である呼吸空間内部ま
たは上記マスク本体の外側に、外部から上記マスク本体を経由して流入する浄化された空
気または外部空気が満たされる空気袋を別途に備えて、吸気時は上記浄化された空気を使
用者に供給し、呼気時に発生する空気は外部に排出するように構成されるので、簡単な構
造によって呼吸時に外部汚染物質の吸入を防止することができる長所がある。
【００１８】
　また、本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、上記のような構造により、上記呼吸
空間内部で吸入空気と排出空気が互いに混合することを最小化することができるので、マ
スク着用による呼吸の息苦しさを顕著に低減させることができる長所がある。
【００１９】
　また、本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、呼吸時、空気袋にあらかじめ満たさ
れている空気を吸入する方式であるので、マスク本体が呼吸器を直接カバーして、呼吸時
ごとにマスク本体の通気孔を介して外部空気を吸入しなければならない従来技術によるマ
スクと対比するとき、マスク着用による呼吸の息苦しさをさらに低減させることができる
長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施例による汚染物質吸入防止用マスクの着用状態を示した図面であ
る。
【図２ａ】図１のＡ－Ａ部に係る断面図である。
【図２ｂ】図１のＢ－Ｂ部に係る断面図である。
【図３】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの動作状態を説明するための図面である
。
【図４】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示した図面である。
【図５】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示した図面である。
【図６】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示した図面である。
【図７】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示した図面である。
【図８】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示した図面である。
【図９】図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示した図面である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
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　以下では、本発明の望ましい実施例を、添付した図面を用いて詳しく説明することにす
る。
【００２２】
　図１は本発明の一実施例による汚染物質吸入防止用マスクの着用状態を示した図面で、
図２ａと図２ｂは各々図１のＡ－Ａ部とＢ－Ｂ部に係る断面図であり、図３は図１に示し
た汚染物質吸入防止用マスクの動作状態を説明するための図面である。
【００２３】
　また、図４～図９は、各々図１に示した汚染物質吸入防止用マスクの他の変形例を示し
た図面である。
【００２４】
　本発明による汚染物質吸入防止のためのマスクは、使用者の顔面Ｆをカバーし、内面と
使用者の顔面Ｆとの間に呼吸空間２０を形成するマスク本体１０と、上記マスク本体１０
と使用者の顔面Ｆとの間に介在する空気袋３０と、吸気時に上記空気袋３０内部の空気を
上記呼吸空間２０に供給し、呼気時に上記呼吸空間２０内部の空気を外部に排出するよう
に動作する空気案内部材４０と、を含んで構成される。
【００２５】
　この際、上記マスク本体１０は、通常のマスクと同様に外部空気に含まれた黄砂、粉塵
、微小粒子状物質等の汚染物質が直接使用者の呼吸器に流入することを防止する１次フィ
ルターとしての機能を行うものであり、通気性を持つ綿、不織布等の布材質、シリコーン
やポリエステル等の合成樹脂材質、またはその他外部空気の流入時に汚染物質のフィルタ
リングが可能な多孔性材質からなることができる。
【００２６】
　また、上記マスク本体１０は、後述するように、縁部が使用者の顔面Ｆに容易に密着す
ることができるように使用者の顔面Ｆの屈曲に沿って変形した形状を維持することができ
る形状記憶素材を用いて構成することもできる。
【００２７】
　また、上記マスク本体１０の一側または両側には、マスク本体１０を使用者の顔面や頭
に容易に着用することができ、さらには使用者の顔面Ｆに密着させることができるように
紐、ゴムバンド、ピン等の形態からなる着用部材１１をさらに含むことができる。
【００２８】
　また、上記マスク本体１０の縁部には、使用者の顔面Ｆにさらに密着させるために密着
部材１２をさらに含むことができるが、上記のような構成によって、上記マスク本体１０
内部の上記呼吸空間２０は、外部（すなわち、マスク本体の外部）と分離した密閉空間と
して構成することができる。
【００２９】
　また、上記空気袋３０は、マスク本体１０内部、すなわち上記呼吸空間２０の一側に設
置されるものであり、外部から上記マスク本体１０を経由した空気が内部に満たされるよ
うに構成される。
【００３０】
　この際、上記空気袋３０は、本実施例の場合のように上記マスク本体１０と別途の材質
で構成されることもできるがこれに限定されず、必要に応じてマスク本体１０の内側面に
一体型に形成することもできる。
【００３１】
　また、本実施例のように上記空気袋３０がマスク本体１０と別途の材質からなる場合、
単純にマスク本体１０と使用者の顔面Ｆとの間に空気袋３０が介在するように構成するこ
ともできるが、使用時に空気袋３０が不必要に流動することを防止するために、図２ａに
示したように一側面３０ａが上記マスク本体１０の内側面に付着するように構成すること
もできる。
【００３２】
　また、上記空気袋３０の一側面３０ａがマスク本体１０の内側面に付着する場合、必要
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に応じて交換が可能なように、図４に図示したようにマスク本体１０の内側面に着脱可能
な構造で結合されるように構成することもできる。
【００３３】
　本実施例では一例として、上記着脱構造は空気袋３０の一側面３０ａの縁部に形成され
た着脱部材３５と、これと結合するマスク本体１０の内側面に形成された着脱部材（図示
なし）で構成したが、上記着脱部材３５は通常の面ファスナ、溝－突起構造のはめ込み結
合等、公知された様々な方式の結合構造を用いて望ましく具現することができる。
【００３４】
　また、このように空気袋３０が着脱可能な構造で結合された場合、上記マスク本体１０
は、衛生のために洗浄可能な素材で構成されることがさらに望ましく、この場合にも図４
のＣ－Ｃ部断面を示した図５に示されたように、マスク本体１０の縁部には上述した密着
部材１２が形成されていることが望ましい。
【００３５】
　また、上記空気袋３０は、マスク本体１０を経由した空気に含まれた残余汚染物質をフ
ィルタリングすることができるフィルター材質（濾紙、不織布、 綿、メッシュ構造の膜
等）からなるのがさらに望ましいが、上記のような構成によって、上記空気袋３０は、マ
スク本体１０を経由しながら１次フィルタリングされた外部空気を流入する過程で、上記
外部空気に依然として含まれる汚染物質を追加的にフィルタリングする機能を行うように
なる。
【００３６】
　また、上記空気袋３０は、着用時に使用者の顔面Ｆと接する部分が使用者の顔面Ｆに密
着することができるように、外表面が粘着性を有するように構成されることもできるが、
このような構成により、使用者が着用状態で運動等を行う場合、上記空気袋３０の不必要
な流動を防止することができるだけでなく、上記密着部材１２による呼吸空間２０の気密
性が維持できない場合にも、外部汚染物質の吸入を最小化することができるようになる。
【００３７】
　一方、上記空気案内部材４０は、空気袋３０内部の空気を上記呼吸空間２０に案内する
か遮断するように上記空気袋３０の一側に設置された吸気バルブ４１と、上記呼吸空間２
０内部の空気を外部に案内するか遮断するように上記マスク本体１０の一側に設置された
排気バルブ４２と、を含んで構成される。
【００３８】
　本実施例では一例として、上記吸気バルブ４１を空気袋３０の外側面に設置して、吸気
時は使用者の呼吸器の吸入力によって開放され、呼気時は使用者の呼吸器から排出される
空気の圧力と自らの弾性力によって閉鎖されるように構成した。
【００３９】
　また、本実施例の場合、上記排気バルブ４２は、マスク本体１０の外側面に設置して、
吸気時は使用者の呼吸器の吸入力と自らの弾性力によって閉鎖され、呼気時は使用者の呼
吸器から排出される空気の圧力によって開放されるように構成した。
【００４０】
　この際、上記吸気バルブ４１と排気バルブ４２は、ある程度の弾性復元力を有する材質
や構造で構成されるのが望ましい。
【００４１】
　また、上記吸気バルブ４１は、吸気時に開放されて呼気時に閉鎖されながら、空気袋３
０内部の浄化された空気を上記呼吸空間２０に供給することにより、使用者の呼吸時に汚
染物質を吸入することを防止するようになり、上記排気バルブ４２は、吸気時に閉鎖され
て呼気時に開放されながら、上記吸気時に排出される空気が呼吸空間２０内部で吸入空気
と混合することを最小化するようになる。
【００４２】
　上記のような構成により、本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、非常に簡単な構
造によって呼吸時に外部汚染物質の吸入を防止することができるだけでなく、呼吸空間２
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０内部で吸入空気と排出空気が互いに混合することを最小化することにより、マスク着用
による使用者の呼吸の息苦しさを顕著に低減させることができるようになる。
【００４３】
　一方、本実施例による汚染物質吸入防止用マスクの場合、吸気時には上記空気袋３０内
部３１の浄化された空気がさらに容易に上記呼吸空間２０に供給されるようにでき、呼気
時には外部からマスク本体１０を経由して供給される空気が上記空気袋３０の内部にさら
に容易に満たされるようにするために、上記空気袋３０の内部に設置された支持部材５０
をさらに含むように構成することもできる。
【００４４】
　この際、上記支持部材５０は、吸気と呼気時に上記空気袋３０の内部体積が変化するよ
うに（具体的には、吸気時に体積を減少させ、呼気時に体積を増加させるように）、上記
空気袋３０の内側面３２を支持するようになる。
【００４５】
　このために、本実施例の場合、上記支持部材５０は、一側端部５１が上記呼吸空間２０
と連通するように開放され、他側端部が上記空気袋３０の内側面３２に結合されて内部に
上記空気袋３０の内部空間３１と分離した空気流路５２を形成するチューブ形態で構成さ
れる。
【００４６】
　この場合、上記開放された一側端部５１は、少なくとも一つ以上で構成することができ
、各々の一側端部５１と同一の空気流路５２に連結される他側端部も少なくとも一つ以上
で構成することもできる。
【００４７】
　本実施例の場合、一例として、図２ｂに示したように、一つの一側端部５１に対して少
なくとも３つの他側端部が空気袋３０の内側面３２に結合されるものとして構成した。
【００４８】
　また、上記のような構造からなる上記支持部材５０は、図３に示したように、吸気時に
は上記空気流路５２内部の空気が呼吸空間２０に排出されながら支持力が減少して上記空
気袋３０の内部空間３１体積を減少させ、呼気時には上記呼吸空間２０の空気（すなわち
、呼気時に使用者の呼吸器から排出された空気）が上記空気流路５２内部に流入しながら
支持力が増加して上記空気袋３０の内部空間３１体積を増加させるようになる。
【００４９】
　この際、上記呼気時に使用者の呼吸器から排出される空気は、一部のみ上記空気流路５
２内部に流入して支持部材５０の支持力を増加させるのに使用され、残りの大部分は排気
バルブ４２を介してマスク本体１０の外部に排出される。
【００５０】
　また、本実施例の場合、上記支持部材５０は、空気の流出口によって容易に支持力の増
減が発生し得るように、空圧による体積変化が容易な波形管を用いて具現した。
【００５１】
　また、本実施例では、一例として、使用者の呼吸による上記呼吸空間２０内部の圧力変
化によって上記支持部材５０の支持力が変化する場合を説明したが、これに限定されず、
同一の機能を行う範囲内では、呼吸空間２０内部の温度変化を利用する方式等、様々な異
なる方式を適用することもできる。
【００５２】
　一方、本実施例では、一例として、上記空気袋３０がマスク本体１０の内側面に一体に
形成されるか着脱可能に形成された場合を一例として説明したが、これに限定されず、必
要に応じて本発明による汚染物質吸入防止用マスクは、図６に示したように、外周縁から
外側方向に延長されて使用者の顔面Ｆをカバーする部分を含む空気袋３０で構成すること
もできる。
【００５３】
　この場合、本明細書の全体及び特許請求の範囲で言及している「マスク本体１０」とは
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【００５４】
　また、本実施例では、一例として、上記マスク本体１０が着用部材１１によって使用者
の顔面Ｆや頭に着用される場合を説明したが、必要に応じて、図７に示したように、上記
マスク本体１０をキャップ状に構成して、別途の着用部材を使用せず、マスク本体１０が
直接使用者の顔面Ｆに付着するように構成することもできる。
【００５５】
　この場合、上述した上記マスク本体１０の縁部に形成された密着部材１２は、使用者の
顔面Ｆとの密着性を向上させるために、シリコーン材質等のように使用者の顔面Ｆの屈曲
に沿って変形しながら緊密に密着することができるように柔軟性と粘着性を有する材質で
形成されることがさらに望ましい。
【００５６】
　また、本実施例では、上記マスク本体１０が顔面全体をカバーする場合を一例として説
明したが、必要に応じて、着用時に使用者が感じる重さや嵩感を減少させるために、図８
に示したように、使用者の鼻の部位だけカバーするように構成することもできる。
【００５７】
　一方、上記説明された本発明の実施例及び変形例は、全て上記空気袋３０がマスク本体
１０の内側面方向に設置される場合を説明したが、同一の機能を行う範囲内で、図９に示
したように、上記空気袋３０は少なくとも一部が外部に露出するように上記マスク本体１
０の一側（具体的には外側面方向）に設置されるように構成することができる。
【００５８】
　この場合、上記空気袋３０の内部には、外部空気が上記外部に露出した面を介して流入
するが、上述したように上記空気袋３０がフィルター材質で構成されるので、この過程で
上記外部空気に含まれた汚染物質が濾されるようになる。
【００５９】
　ただし、図９のように構成される場合、上記吸気バルブ４１は空気袋３０の一側または
マスク本体１０の一側に設置することができるが、前者の場合、上記吸気バルブ４１を呼
吸空間２０内部に露出させるための通孔（図示なし）がマスク本体１０に形成されなけれ
ばならず、後者の場合、上記吸気バルブ４１の開放時に空気袋３０の内部を呼吸空間２０
と連通させるための通孔（図示なし）が空気袋３０に形成されなければならない。
【００６０】
　また、上記図９のように構成される場合、上記支持部材５０の開放された一側端部５１
は、マスク本体１０に形成された貫通孔１５を介して上記呼吸空間２０が連通されるよう
に構成される。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明は、マスクの外側または内側に外部空気が満たされた空気袋を別途に備え、呼吸
時に外部汚染物質の吸入を防止しながらも呼吸の息苦しさを最小化することができる汚染
物質吸入防止用マスクに関するものであり、最近黄砂等による大気汚染が深刻になってい
る状況で、使用者、特に呼吸器疾患者により効果的な汚染防止手段を提供するとともに、
使用者の便宜性を極大化させたマスクに関するものである。
【００６２】
　したがって、本発明は、一般使用者は勿論、病院等の医療機関で呼吸器疾患者に使用さ
れる場合、さらに効果的な呼吸補助手段となることができるところ、生活健康用品または
医療補助用品として利用することができる。
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